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Ａさんは子供の送迎のために、道路左端に一旦車両を止
めましたが、後続車のためにもう少し左に寄せようと思い直
しました。Ａ車後方左の民家から出てくる二人の子供（Ｂ、Ｃ） 
を発見しましたが、大して気に留めていませんでした。

車両を更に左に寄せようと、安全確認の為右のバックミ
ラーを見ると接近してくる車両があったので、通過するのを
待ち、次に左のバックミラーで後方を確認すると、Ｃさんの
姿が見えました。Ｂさんの姿は見えませんでしたが、「近所の
民家にでも入ったのだろう」と判断し、車を後退させました。
すると、Ａ車の左側後方で靴紐を結ぼうとしゃがみ込んでい
たＢさんに衝突しました。

事故の概要

Ａさんが運転していた車は、当日納車さ
れたばかりの新車で、バックミラーを適切な
角度に調整していませんでした。的確に調
整していれば事故を防ぐことができたかもし
れません。

突然の状況の変化（二人見えていた子供
が急に一人しか見えなくなった）があった場
合は、車を降りて自分の目で状況を確認す
るくらいの慎重さが事故を回避する鍵となり
ます。

子供の行動は理屈では説明できない場合
がありますので、このような事故を防ぐに
は、どのような場所にはどのような危険が
あるのかをあらかじめ予想しておくことが大
切です。

事故から学ぶ

（出典）公益財団法人　交通事故総合分析センターの資料をもとに、ユニバーサルリスクソリューション（株）が作成

5分でわかる自動車事故事例 No.23
普通乗用車が後退時に
小学生と衝突した事故

子供の行動は理屈では説明できない場合がありますので、あらかじめ予想しておくことが大切です！

事故類型 : 人対車両
発生日時 : 夕暮れ時

事例プロファイル事例プロファイル
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普通乗用車
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Ａさん
普通乗用車
40代男性

Bさん
二輪車
20代男性

Ａさんの状況

Ａさんは道路わきの駐車場から自宅へ戻るため、中央分離
帯のある往復四車線の道路を横断しようと中央分離帯の開
口部スペースに進みました。一時停止をして左側を見たが進
行してくる車両は見えなかったのでそのまま進行し始めたと
き、左方約50ｍの地点にＢ車が走行してくるのを発見しまし
た。とっさに回避行動をとることができずにＢさんと衝突しま
した。

Ｂさんの状況

一方Ｂさんは時速約100㎞で第一車線を走行していまし
た。この道路の制限速度は60㎞ですが中央分離帯があって
走行しやすいことからＢさんの走行速度は高めになっていまし
た。前方にＡ車を発見し急ブレーキをかけたが間に合わず転
倒し、そのままＡ車に衝突しました。

事故の概要

この道路はＢさんの進行方向から見て、
ゆるく右にカーブしていました。また、中央
分離帯には植木が植えられていました。Ａ
さんはこの「ゆるい右カーブの道路」を「直
線」だと思い込んでいたことと、「視線の先
に植木があった」という２つの要因で「この道
路を進行してくる車両はいない」と思い込ん
でいました。しっかりと左側の安全確認をす
るべきでした。

Ｂさんも制限速度を約40㎞もオーバーし
て走行していました。制限速度を守ることは
もちろん、この道路を走行して右にカーブ
していることに気づいていたでしょうから、
先の見通しが良くないことはわかっていたは
ずです。横断車両が出てきたら安全に停車
出来るよう心構えをすることが必要です。

事故から学ぶ
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（出典）公益財団法人　交通事故総合分析センターの資料をもとに、ユニバーサルリスクソリューション（株）が作成

5分でわかる自動車事故事例 No.24

先の見通しが良くないところでは安全に停車出来る心構えが必要です！

事故類型 : 出会い頭
発生日時 : 夜

事例プロファイル事例プロファイル

中央分離帯の開口部を通過した直後に
二輪車と衝突した事故


